
 

 

福島・関東交流会 2016 実施報告書 

 

１．日時：平成 28 年 12 月 24 日（土）25 日（日）＊24 日は福島県第 4 期校のみ 

２．場所：24 日「多摩大学目黒横浜セミナーハウス」住所：横浜市青葉区鉄町 2115 

25 日「桐蔭学園高校体育館・大学体育館」住所：横浜市青葉区鉄町 1614  

３．主催：友情ネットプロジェクト実行委員会 

４．後援：福島県、福島県教育委員会、公益財団法人福島県体育協会 

５．協力：多摩大学目黒高等学校・中学校、桐蔭学園高等学校 

６．参加者：合計 361 名 

（中学生 256 名、顧問・保護者 51 名、指導員 10 名、事務局・関係者 44 名） 

(1)福島県 6 校 8 チーム 107 名 

◆第 4 期校より 5 校  

白河市立大信中学校（女子 11 名）、白河市立白河第二中学校（女子 11 名）、 

白河市立白河中央中学校（男子 17 名、女子 24 名）、いわき市立玉川中学校 

（女子 17 名）、新地町立尚英中学校（男子 11 名、女子 10 名） 

◆第 3 期校より 1 校 

福島市立福島第三中学校（男子 6 名）  

(2)関東 10 校 12 チーム 149 名 

東京都杉並区立高井戸中（男女）、杉並区立東田中（女子）、青稜中（女子）、 

東京立正中(男女)、文化学園大学杉並中（女子）、横浜市桐蔭学園中学校（女子）、 

横浜創英中（女子）、横浜市立田奈中（男子）、横浜市立中川中（男子）、 

横須賀大矢部中（男子） 

(3)指導員 

眞鍋政義（前全日本女子監督、元新日鐵ブレイザーズ／セッター）  

田中直樹（元住友金属ギラソール／レフト）  

小野章三（元堺ブレイザーズ／ライト）  

齋藤信治（元東レ・アローズ／センター）  

岡野弘子（元岡山シーガルズ／セッター）  

内藤香菜子（元 NEC レッドロケッツ／ミドルブロッカー）  

落合真理（元久光製薬スプリングス／ウイングスパイカー） ＊12/24 のみ参加 

中西了将（元 NEC ブルーロケッツ／セッター）  

大久保梨紗（元 PFU ブルーキャッツ／ウイングスパイカー）  

高橋駿（元 FC 東京／セッター）  

 

 ７．スケジュールとイベントの様子 

 24 日 「多摩大学目黒横浜セミナーハウス」 

14：00－14：20 開会式・オリエンテーション① 

（挨拶：実行委員長、学校長、紹介：指導員・事務局、スケジュール説明等） 

14：25－14：55 オリエンテーション② 

（生徒会・ダンス部ご紹介、ダンス部演技披露、福島各校自己紹介） 

15：00－16：50 体育館にて交流会 

（福島 5 校及び多摩大目黒高・中学校の生徒会の皆さん）クリスマス・ミニイベント 



 

 

・多摩大学目黒横浜セミナーハウス 到着 部活動の生徒・生徒会の皆さんがお出迎え 

   

 

 

・開会式、オリエンテーションの様子 

  

 

 

・交流会、クリスマスミニイベントの様子 

   

 

 



 

 

25 日 「桐蔭学園高校体育館・大学体育館」 

8：40 -9：00  開会式（開会・実行委員長挨拶、挨拶） 

9：02-9：15  ウォーミングアップ（エアロビクス） 

9：15-10：25  バレーボールクリニック 

10：30-11：17  交流戦（前半戦） 

12：06-12：53  交流戦（後半戦） 

13：02-13：59  指導員とのコミュニケーションタイム 

14：00-14：05   結果発表 

14：15-14：32  ドリームマッチ 

指導員チーム VS 女子優勝「横浜創英中学校」 

指導員チーム VS 男子優勝「福島県新地町立尚英中学校」 

14：35-14：55   表彰式・閉会式 

14：55-15：00    集合写真撮影 

 

・開会式の様子 

 

主催者を代表し天谷実行委員長（写真中央）より「今日の出会いを大切にし、これから

の人生に向けて、宝物にして欲しい」と挨拶した。 

 

・バレーボールクリニックの様子 

 元全日本などで活躍した指導員が、実演を交えながら技術指導をした。 

 

 

・交流戦の様子 

  

＊写真左（白のユニフォーム）白河中央中学校（女子） 

 



 

 

・指導員とのコミュニケーションタイムの様子 

   

前全日本女子監督の眞鍋政義氏が子供たちからのたくさんの質問に丁寧に答えた。 

 

 

・表彰式、ドリームマッチの様子 

   

天谷実行委員長より、男子優勝の「福島県新地町立尚英中学校」に表彰状が手渡された。

＊写真左 

＊写真中央・右は、指導員 VS 尚英中（男子）ドリームマッチの様子 

尚英中学校が１点差まで追い上げたが、最後導員チームが意地を見せ勝利した。 

 

・全体集合写真 

 


